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資 料 ７ 〇各委員の取組について（座席表順） 

 

委員名 個人や団体で現在実施しているＳＤＧｓに貢献する取組について 取組を進める上での課題等について 

立川市 

社会福祉協議会 

枝村 珠衣 委員 

・「誰もがふつうにくらせるしあわせなまち立川」を理念に掲げ、あらゆる世代を対象

に「市民主体の地域活動支援」「総合相談支援」「在宅生活支援」に取組んでいる。 

・立川市地域福祉計画(行政計画)と立川市地域福祉市民活動計画(市民活動計画)を両

輪とし「地域福祉アンテナショップの設置」「地域福祉コーディネーターによる地域

づくり」「まるごと相談支援」を重点推進している。 

・「経済的貧困」への対応だけでなく「つながりの貧困」を防止するため、生活支援

と併せた貸付事業や、地域密着型及びテーマ型で「人と人」「人と活動」をつなげる

事業を展開している。 

・フードバンクやフードドライブ活動への支援を行い、困窮対策と共に食料廃棄減量

の啓発に取組んでいる。 

・「地域福祉アンテナショップの設置」「地域福祉コーディネーターによる地域づくり」「まる

ごと相談支援」に市民、事業者、各種団体が関わりやすくする機会と方法を豊富にするこ

とが必要である。 

・「住み続けたい安心と愛着のあるまち」「孤立のないまち」のため、福祉領域にとどまらず、

多様な方たちや機関との連携を広げたい。 

・子どもや若い世代の方たちは、貧困状態にあっても無自覚であったり、声が上げづらかっ

たりする。配慮ある声かけや「つなぎ役」となれる人を増やす必要がある。 

立川市 

商店街振興組合連合会 

山本 晶子 委員 

・店前景観事業 思わず入りたくなる店前の作り方セミナーを開催。店前に置くおも

てなしの三種の神器や、気を付けなければならない拒絶の形等、建物自体(全体)よ

りも、建物の前面の方が重要であることを伝える。ただ置いた、設置した、ではな

く質感にこだわり、丁寧な「おもてなし」表現が大切。改修結果後は、売り上げが

上がったとの報告を頂き、立地に係わらず、商店街(商店)にとって重要であること

が、確認される。 

・個店の発信力強化事業 売上アップの為に個店の発信力に繋がるセミナーを開催。

SNS 等で情報発信する際の文章作成のコツや注意点等ノウハウを習得してもらう。

写真を美しく見せる為の撮影テクニックと注意点等。個店の活力を高め、更なる成

長を支援。 

・農商連携プロジェクト 立川産食材を積極的に使用している市内店舗を PR。地産地

消の推進、輸送距離短縮により CO2軽減、地域の活性化に貢献。 

・街路灯 LED 化 平成 23 年度実績で市内７商店街(会)合計効果の一例。７商店街(会)

が保有する計 276 基の街路灯のうち 252 基が LED 化。約 61%の電気代の削減。 

・店前景観事業 入りたくなるお店を増やし、入りたくなるお店が多いから歩きたくなる商

店街づくりを展開していくには、並んだお店で取り組んでもらう必要性も出てくる。 

 

・個店の発信力強化事業 情報の伝達手段。本当に必要としてくれるお店への情報提供のツ

ールを様々な形で持っておくことも必要。また、従来の商店街(会)イベント来街者が商店

街(会)店舗の継続顧客とはならず、イベントでの購買のみが行われるという問題があるこ

とから、個店の魅力を発信していく、有効に活用する SNS での情報発信に寄与したい。 

 

・農商連携プロジェクト 店舗が購入しやすい仕組みづくりの確立が不十分。 

チームいま好き 

笹浪 真智子 委員 

・近年、商品や子育て支援の取組みは良くなっている一方で、女性は、家庭や社会に

おいて発言する機会をあまり得られていない現状があり、社会全体が男女平等であ

るとは言えない。こうした現実について、直接発言をしても、個人では角が立って

しまい、場合によっては争いのもとになり兼ねない。そのため、チームいま好きで

は、「伝える、伝わる」ことに重きを置いており、こうした現実について話し合い、

それらを文章化している。 

・市の女性総合センターアイムで文章講座を開催し、市民の女性の方々の生活やご意

見について、毎年冊子としてまとめている。 

・広報力が足りない。人の話は聞きたいが、自ら文章を書くこと（発信）について、ハード

ルが高いと感じる方が多い。 

・個人のグループや団体だけでは実行の難しい企画については、行政（男女平等参画課）の

支援が必要である。 

・男女平等については、特に男性の無関心が課題だと思う。男女平等は、男性から女性が何

かを奪うものではなく、お互いが心地よく生活できるものであることを、アピールするこ

とが重要である。 
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資 料 ７ 〇各委員の取組について（座席表順） 

 

委員名 個人や団体で現在実施しているＳＤＧｓに貢献する取組について 取組を進める上での課題等について 

立川市自治会連合会 

佐藤 良子 委員 

・大山自治会は（1,500 世帯）加入率 100％であり、全員参加でＳＤＧｓを達成するた

めに、2011 年から生ごみのリサイクル（肥料化）に挑戦している。また、資源ごみ

の分別にも力を入れ、ごみの減量を行っている。住民の意識が何よりも大事なこと

から、常に独自の広報やチラシ等で周知をしている。また、ごみ集積所の管理を通

じて、不法投棄の防止や集積所の美化をすることも大きな役割を担っている。 

・行政との連携も重要で「持続可能性」「将来を担う子どもたち世代へつなぐ」事業と

して、目標達成のために立川市民それぞれの立場で力を出し合う必要があることか

ら、活動を市のホームページで発信している。 

・ＳＤＧｓを意識している行政、市民、自治会組織等が希薄である。ＳＤＧｓのために努力

していることを知らない方、知ろうとしない方がいかに興味を持てるか、理解の促進が求

められている。他県や他市から自治会のリサイクル事業を見学に訪れる方がいる一方で、

立川市内においてはあまり動きが見られない。良い取組に興味を持つために市民意識を高

めていくことが重要である。 

・ＳＤＧｓの取組を今後も継続的に推進するためには、将来を担う子どもたちにもわかりや

すく伝えることが重要であるため、教育部においても、ＳＤＧｓの意識を高める取組や子

どもたちへの指導過程があると良い。 

公益社団法人 

立川青年会議所 

片桐 庸行 委員 

・立川市、国立市、武蔵村山市とのＳＤＧｓ協働推進宣言を締結し、住み続けられる

まちづくりに貢献する協力体制を構築した。 

・立川青年会議所内でのペーパーレス化を推進した。 

・立川青年会議所所属メンバーの企業にてＳＤＧｓ推進のアドバイスや導入補助を行

い、地域企業からの取り組みを増やす運動を行った。 

・ＬＩＭＥＸの導入により、紙資源の節約に貢献した。 

・新型コロナウイルスの影響でお祭りや事業が中止になり、共同で市の取り組みを推進でき

ていない。 

・東京都への報告書など紙で作成しなければいけないものについて、電子化が遅れている。 

・業種によって取り組みづらいメンバーがおり、適切な提案ができていないため全メンバー

への普及には至っていない。 

・費用がかさむため、立川青年会議所からの波及には繋がっていない。 

ＩＫＥＡ立川 

樋口 通子 委員 

・イケアストアの役割は、循環型社会、地球に優しく健康的な食事、持続可能な製品

等、持続可能な暮らしの日々のニーズに応えることであり、社員とお客さまにその

インスピレーションを提供することによって、実現できると考えています。店内で

は、お客様エリア、従業員エリア共、それに向けた様々なコミュニケーションや学

びの場が設けられています。 

・ＩＫＥＡ立川では、ストア周辺のコミュニティーで暮らす子どもの支援を目的とし、

子どもたちの成長を支える施設を対象として、イケアの商品を寄付する活動をして

います。この活動では、イケアストアの従業員も一体となって子どもたちをサポー

トするために、商品の寄付だけでなく、対象施設のインテリアデザインから設置ま

で協力しています。 

・サステナブルな生活に対する興味/関心が、まだまだ低く、地域社会に根付いていないと考

えています。イケアとして発信し続けることは使命であり、その術に関しては課題でもあ

るところです。地域社会にポジティブな影響を与えるために、どのように発信の場を確保

し、広げていくかは今後取り組みを強化したい部分となっています。 

・この地域の本当のニーズは何かを知ることが最大の課題です。待機児童なのか、シングル

マザーへのサポートなのか、貧困なのか。この活動を広げていきたいが、限られた資源と

時間の中で、より効果的に実施するために、データ等の事実に基づき行っていく関係性を

確立したいと考えています。 
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資 料 ７ 〇各委員の取組について（座席表順） 

 

委員名 個人や団体で現在実施しているＳＤＧｓに貢献する取組について 取組を進める上での課題等について 

国際基督教大学 

中村 衣里 委員 

・男女別トイレの使いづらさや違和感を訴える学生の声に配慮し、大学本館の中央に

ある大きな男女別トイレを、１〜３階までオールジェンダートイレに改築した。16

個室のうち、11 個は洋式便座、４室は小便器、残る１室は広めのスペースを確保し、

身体障害者も利用しやすい構造。個室の密閉感、音漏れを防止する材質、凹凸をな

くし盗撮を防止、迷路のような構造で人に会いづらい、デッドエンドを作らない、

「隠し扉」の設置で男女別に分けることも可能な構造、などの工夫点がある。 

・男女別の寮やフロアに違和感を感じる学生に配慮し、大学内の寮に（ジェンダーを

含むあらゆる多様性を尊重する）ダイバーシティ・フロアを設置。 

・男女別の健康診断だと受診しづらい学生に配慮し、大学の健康診断に男女別の時間

にプラスしてオールジェンダーの時間を設けられている。 

・学内アンケートでは 200 名を超える学生が回答し、「大変満足」と「満足」が約 60%、「普

通」が約 30%だった。一方、「利用したがやはり不安だ」と答えた人も 15%いる。また、コ

ロナ禍で利用者が少ないため問題なく運用されている可能性もあり、今後、盗撮や生理用

品の盗難などが起こらないよう利用状況を注視していく必要がある。オールジェンダート

イレが設置される前後は学内に戸惑いの声が少なからずあったことも事実で、否定的な意

見も聞かれた。設置の意義や目的、理念についてなどを積極的に周知していく必要がある。 

立川市教育部 

統括指導主事 

寺田 良太 委員 

・2017 年３月に公示された小・中学校学習指導要領においては、全体の内容に係る前

文及び総則において、「持続可能な社会の創り手」の育成が掲げられており、各教科

においても、関連する内容が盛り込まれている。教育が全てのＳＤＧｓの基礎と考

え、日々の教育の充実を図っている。 

・全小中学校を教育課程特例校として、「立川市民科」を教育課程に位置付け、多様性

を尊重し、世界の人々とも力を合わせ、「よりよい社会」の実現に向け、主体的に考

え、行動する市民を育成することを目的とし、コミュニケーション力、課題解決力、

多様性を尊重し、まちを大切にしようとする思い、情報活用力などを育む。これら

の力は、「持続可能な社会の創り手」の育成にもつながると考える。 

・子どもたちが、ＳＤＧｓを自分のこととして考えられるようになり、ＳＤＧｓの知識を、

実生活につなげられるようになるために、各教科で取り上げられているＳＤＧｓにつなが

る内容を、教員が理解した上で、子どもたちに指導していく必要がある。 

・持続可能な「立川市民科」の取組とするため、その目的や各学校の取組内容を保護者や地

域に周知し、理解と協力を図っていく必要がある。 

立川市副市長 

田中 準也 委員 

・ＳＤＧｓの実現のためには、職員一人ひとりがＳＤＧｓを意識することが重要であ

ることから、市の最上位計画である総合計画とＳＤＧｓの関係を整理し、各施策と

ＳＤＧｓの関連について、一覧表を作成した。自らの業務がどのＳＤＧｓに貢献し

ているか、職員が意識付けをするきっかけとなっている。 

・総合計画における重要度が高く、ステークホルダーとの連携が強い事業で、「持続可

能性」「差別の解消」「将来世代」等のキーワードが事業目的に含まれる事業につい

て、ＳＤＧｓ重点取組事業として選定した。それぞれ事業紹介シートを作成し、市

のＳＤＧｓの具体的な取組として、ホームページで発信を予定している。 

・市の総合計画とＳＤＧｓの関連付けについては、施策を担当する課の職員や、管理職がＳ

ＤＧｓを意識するきっかけとなっており、一定の効果が得られている。更なるＳＤＧｓの

推進のためには、一部の担当職員や管理職だけでなく、すべての職員がＳＤＧｓを意識す

ることが重要である。そのため、職員研修等を通じた、ＳＤＧｓの職員理解の促進が求め

られており、どのように職員研修を実施していくか引き続き検討が必要である。 

・ＳＤＧｓの取組を今後も継続的に推進するためには、将来を担う子どもたちにもわかりや

すく伝えることが重要である。このため、市の重点取組事業紹介シートについて、子ども

たちにもわかりやすく情報発信していく工夫が必要である。 

 


